
第３号： 平成２６年７月１日 琳派と御所 ――２ 古今伝授から御所伝授に

文禄から慶長に代わる年（1596）の六月、後陽成天皇の第三皇子が誕生しました。後に琳派にとって重要な

キーマンとなる後水尾天皇です。なぜなら、江戸初期の京都を見る時、御所の存在を外して考えることができ

ないからです。

その第一は、御所が古典研究の中心となったことです。古典文学の伝承としては、「古今伝授」という秘伝が

あったことがよく知られています。「古今伝授」が後水尾天皇の宮廷では「御所伝授」に変化しま す。その実像

についてはまだ良く判りません。しかし、「御所伝授」では、今日、国歌として歌っている「君が代」を「千代にや

千代に」と歌い、「八千歳といふは他流の心不用也」と解釈しているのです。これは和歌だけではなく伊勢・源

氏物語なども独自の解釈が進められていたのです。

国旗に向かって「君が代は千代に八千代に」と歌うものだと、極当たり前に思っていた筆者にはショックです。

琳派が誕生したこの時期の御所では「たたちよにやちよには千世々々といふ心也」という考えが固まりつつあ

ったのです。

この賀の歌である「君が代」のことだけではなく、広く古典文学の解釈にも関わり、文芸復興の意識が後水尾

天皇の宮廷に広がっていたことは要注意です。それは御所に親近感を抱いていた京都の町衆にも浸透して

いったであろうと想像できます。勿論、琳派の人々にも伝わっていた、と考えられます。家康の孫 娘・和子が

入内し、後水尾天皇の后・東福門院となります。彼女の衣装を納めていたのが雁金屋の尾形家ですから、宮

廷内のいろいろな情報について知ることができたであろうと、推測できます。宮廷から流れ出てくる古典文学

にまつわる解釈が琳派の形成に大きく係わっているといってよいでしょう。
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